
目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　審議案件が複数になった場合、一度の開催で複数の案件について審議できるように、各担当課で調整を行う。

　環境審議会は、有識者及び市民委員で構成されていること
から、開催に当たっての日程調整は不可欠であるものの、審
議事項が多くなり、開催回数が増えることで、条例で定める
開催の条件である過半数の出席を満たすことができなくなる
ことが予想される。

・審議会開催日程の調整、会議資料の作成を行う。

　環境基本計画改定について環境審議会で審議することによ
り、現行計画の検証結果を示すとともに、次期計画の課題や
方針を明確にして、骨子について議論することができた。

・H30年度は、環境基本計画の改定作業があり、審議案件が
　発生するため、速やかに審議会を開催する。

８月　環境審議会に地球温暖化対策と廃棄物の有識者を追加
11月　環境基本計画改定を諮問、第１回環境審議会開催
１月　委員１名退任により補欠委員として１名委員を追加
３月　第２回環境審議会で環境基本計画改定について審議

継続

つくば市環境審議会運営事業

職員のみ

01-040107-11 環境政策に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

環境基本法

　市長の諮問に応じて、環境保全に関する基本的な事項につ
いて調査審議する。

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

■

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

614

生活環境部環境政策課

計画管理係



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・環境審議会委員報酬　8,000円×15人×９回＝1,080千円
・費用弁償　2,000円×15人×９回＝270千円
・食糧費 13千円

       1,661          854

拡充

3

4

2

3

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

他の事業に優先して進める必要がある。

         0.23          0.10

        10.00          0.00

無 無

       1,661          706

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　次年度は環境基本計画及びきれいなまちづくり行動計画の改定について審議するため。

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0          148        1,363            0

           0          148        1,363            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　委託事業の部分を削減し、職員での作業部分を多くすることで、スケジュールの裁量が広がることから、順次作業を行
うことで早期の資料完成を図る。

　今年度は見せ方やコストを検討した結果、公表が10月と遅
れたが、９月を目途に情報の迅速な公表が必要である。

・前年度のつくば市の環境に関するデータや第２次つくば市
　環境基本計画にある関連施策の進捗状況について、関係各
　課から取りまとめて作成し、製本及びホームページにて公
　表する。

　今年度から市域の環境データと環境の取組の２つに分けて
作成して見やすさの向上を図った。また、冊子作成からデー
タのみの作成として、次年度以降の作業の簡略化、作成費用
削減を図ることができた。
　上記のように環境データを公表することで、市民に対して
市域の環境情報を提供することができた。

・H29年度版「つくば市環境白書」を上半期（９月末）まで
　に作成するため、関係部署に依頼し、完成後にホームペー
　ジで公表する。
・環境白書については、見やすさや費用を考慮して、掲載内
　容及び配布方法について検討する。

５月　環境基本計画実績確認
　　　環境白書構成・デザイン検討
８月　環境白書データ作成委託契約締結
９月　環境白書データ完成
10月　環境白書公表

継続

つくば市環境白書作成事業

一部委託

01-040107-11 環境政策に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市環境基本条例

第２次つくば市環境基本計画

　つくば市の環境の状況、環境保全に関する施策の実施状況
を広く市民や事業者に公表する。

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証
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計画管理係



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・環境白書作成支援業務委託
　190,000円×1.08＝205,200円

       1,933        1,166

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.23          0.10

        15.00         14.95

無 無

       1,673          744

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         260          422          206            0

         260          422          206            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　次期計画策定に当たっては、コストや労力を意識し、進行管理の効率化を図る。

　環境基本計画の進行管理に担当課及び環境政策課で多くの
時間を割いている。

・第２次環境基本計画に掲げる関連施策に該当する事業の目
　的・目標について、関係各課に事業進捗管理調査票の提出
　を依頼し維持管理を行う。
・第２次環境基本計画がH31年度（2019年度）で計画期間を
　終えることから、H32年４月の施行に向けて計画改定を行
　う。

　目指すべき環境像である「循環・共存・協働のまち」の実
現に向けて、環境基本計画の推進を図ることができた。
　また、第２次つくば市環境基本計画の検証結果を示すとと
もに、次期計画の骨子を作成することができた。

・半期ごとの事業の進捗状況を調査し、環境管理委員会で進
　行管理を行う。
・環境審議会に諮問を行い、計画を改定する。

５月　昨年度実績取りまとめ
６月　環境管理委員会で実績報告、今年度目標設定
９月　環境基本計画改定支援業務委託プロポーザル審査
10月　環境基本計画改定支援業務委託契約締結
　　　環境基本計画半期実績取りまとめ
11月　環境管理委員会で今年度半期実績報告
　　　環境基本計画改定を環境審議会に諮問、審議
３月　第２回環境審議会で計画改定を審議
・広報、アンケート調査の実施

継続

環境基本計画進行管理事業

職員のみ

01-040107-11 環境政策に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市環境基本条例

第２次つくば市環境基本計画

　環境基本計画は総合計画を環境の保全面から具現化するも
のであり、目視すべき環境像である「循環・共存・協働のま
ち」の実現に向けて、環境施策の実効性を確保していく。

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

■

■

■

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

616
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計画管理係



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・普通旅費　環境省協議 1,230円×２×２人×５回　25千円
・需用費　　消耗品費　26千円
　　　　　　環境基本計画冊子100部×2,200円+概要版5,000部×34.6円×1.1　433千円
・委託料　　環境基本計画改定支援業務
　　　　　　7,430,400円
　　　　　　うち前年度繰越額　2,220,000円
　　　　　　うち継続費２年目分　5，210,400円　7,431千円

       3,428        7,350

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.46          1.00

        50.00         90.25

無 有

       3,397        7,281

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

          31           69        7,915            0

          31           69        7,915            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　ISO14001の認証を維持することによる社会的メリットや効果について見直しを考慮し、認証の継続を検討する。

　ISO14001は2015年に国際規格が変更となり、ISO9001の視
点に強く影響された国際規格となった。つくば市では、行政
評価等でISO9001の視点を取り入れた事業評価を行っている
ことから、進行管理の重複があり、負担となっている。

・環境管理システムの職員研修の実施、内部環境監査実施、
　外部審査による認証維持、環境管理委員会を開催し目的
　・目標の進捗確認を行う。

　外部審査（更新審査）を受審した結果、「向上」の評価を
受けた。なお、環境に関する重大な法令違反等は発生しなか
った。

・各種研修・内部監査・マネジメントレビュー・環境管理委
　員会等を実施し、外部審査（更新審査）を受審して
　ISO14001の認証を維持する。

４月　ISO14001推進責任者研修の実施
６月　第１回環境管理委員会
　　　環境管理責任者、環境管理委員研修
10月　外部更新審査
12月　第２回環境管理委員会
１～２月　内部環境監査

継続

ISO14001認証維持事業

一部委託

01-040107-13 つくば市環境改善に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　つくば市役所が市内事業所の一つとして「つくば市環境管
理システム」を構築し、率先して環境保全活動及び事務事業
に係る環境負荷を低減させることにより模範を示し、環境問
題への取組を普及させる。

つくば市役所でISO14001で管理の対象となっている環境法令について、逸脱がないようにする。

環境法令の逸脱

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

617

活動指標

生活環境部環境政策課

計画管理係

件



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・普通旅費　講習会受講　1,266円×２×１人×２回
　　　　　　環境省説明会　1,266円×２×１人×１回　　計８千円
・需用費　事務用消耗品　３千円
　　　　　図書　８千円
・委託料　ISO14001認証維持支援業務委託料　1,826千円
 　　　　 ISO14001定期審査委託料　487千円
・負担金補助及び交付金 　 講習会受講料　53千円
　　　                    グリーン購入ネットワーク負担金　15千円

       6,935        4,599

維持

2

4

2

1

今後は減少すると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

事業の継続について検討する必要がある。

         0.70          0.20

        17.00         28.90

無 有

       5,018        1,484

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       1,917        3,115        2,400            0

       1,917        3,115        2,400            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　普及が進んでいる補助対象については補助金額の減額や、補助対象から外すことを検討する。

　クリーンエネルギー機器や電気自動車については、普及が
進んできているため、補助内容について検討する必要があ
る。

・クリーンエネルギー機器等の購入者を対象に、補助金を交
　付する。

　クリーンエネルギー機器設置及びクリーンエネルギー自動
車購入に対し、補助金を交付したことにより普及促進に貢献
することができた。

・太陽光発電システム＋蓄電池：75件　蓄電池：35件
・燃料電池：125件　太陽熱温水器：10件
・パッケージ：25件　EV:50件　FCV:1件　ミニカ－：5件

・補助実績
　太陽光発電システム＋蓄電池：65件　蓄電池：30件
　燃料電池：97件　太陽熱温水器：9件
　パッケージ：30件　EV:26件　FCV:0件　ミニカ－：0件
・ホームページにて補助要綱の広報を実施した。

継続

クリーンエネルギー機器等購入補助事業

職員のみ

01-040107-14 地球温暖化対策に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

       541.1

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくばクリーンエネルギー機器設置事業補助金及びク
 リーンエネルギー自動車購入補助金交付要綱

つくば環境スタイル“SMILe（つくば市環境モデル都
市行動計画）

　機器設置費用の一部を補助することでクリーンエネルギー
機器を普及させ、民生部門におけるCO2排出削減を図り地球
温暖化防止に寄与するため。

設置された太陽光発電設備の発電出力（「太陽光+蓄電池」と「エネルギーパッケージ」の太陽光発電出力
合計）

発電累計kW数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

     3,000.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

618

活動指標

生活環境部環境政策課

推進係

kW



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

クリーンエネルギー機器補助金：11,800千円
クリーンエネルギー自動車補助金：1,300千円

           0       44,409

縮小

3

4

2

1

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

事業の継続について検討する必要がある。

         0.00          0.75

         0.00        115.00

無 有

           0        5,579

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　基金の減少により補助対象機器及び金額を精査した。

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0       42,050       13,100            0

           0       -3,220            0            0

           0       38,830       13,100            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　会員以外の市民も対象とすること及び新規の参加者が応募しやすい募集方法について検討する。

　つくば環境スタイルサポーターズ会員を対象とした見学会
を実施しているが、会員以外の市民も対象とした事業とする
ことにより、より多くの方の意識向上を図る必要がある。

・新エネルギーの普及促進を図る。
・次世代エネルギーパークの見学会を開催することにより、
　企業等の最先端のエネルギーの取組を市民に理解していた
　だき、環境意識の啓発を図る。

　見学会の開催により、次世代エネルギーへの関心と理解を
深めてもらうことができた。

・公共施設の太陽光発電データ収集
・茨城県次世代エネルギーパーク推進協議会視察研修
　（12月実施予定）
・茨城県次世代エネルギーパーク見学会開催
　（８月実施予定）

・公共施設の太陽光発電データ収集：市内15箇所
・８月21日　次世代エネルギーパーク見学会開催
　　　　　　34名参加
　　　　　　鹿行地区：カネカ･メガソーラー、新日鐵住金
　　　　　　製鉄所
・つくば環境スタイルサポーターを対象に周知、募集し、参
　加者へのアンケートを実施した。

継続

新エネルギー等普及促進事務

職員のみ

01-040107-14 地球温暖化対策に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば環境スタイル“SMILe（つくば市環境モデル都
市行動計画）

　新エネルギーの普及促進・周知を行うことにより、市民の
環境意識啓発を図る。

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

■

□

■

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

619

生活環境部環境政策課

推進係



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・電気料　37千円
・CO2測定器修繕料　83千円
・施設修繕料　1,744千円
・上菅間発電施設遠隔監視システム通信利用料　83千円
・損害保険料　31千円
・施設管理委託料　822千円
・CO2測定器保守点検業務委託料　198千円
・風力発電跡地除草業務委託料　522千円
・見学会バス賃借料　139千円
・桜中学校小型風力発電機撤去工事　2,387千円
・エネルギーパーク協議会負担金　50千円

           0        3,982

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.00          0.25

         0.00         11.00

無 無

           0        1,793

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0          995            0

           0        2,189        5,101            0

           0        2,189        6,096            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　サポーターとしての意識をもって行動できる人材となれるよう活用方法ついて検討する。

　サポーターの数を活用した環境に関連する市の施策などに
ついて検討する。

・つくば環境スタイルサポーターズ会員を中心に、ニュース
　レターやSNS等で市の環境関連情報の提供や環境に関する
　イベントを実施し、市民の環境意識高揚を図る。
　（提供する事業：筑波山自然環境教育事業、グリーンカー
　テンキャンペーン、エコ通勤、小野川・桜川探検隊、エコ
　クッキング等）

　環境関連事業を実施できたことで市民の環境意識向上を図
ることができた。

・サポーターズ会員の加入促進
・サポーターズニュース発行
・各種プログラム開催（エコプロ見学会、グリーンカーテン
　キャンペーン）

・イベント開催時のサポーターズ会員加入促進
　５月12日　つくばフェスティバル
　８月25日、26日　まつりつくば
　４、６、10、１月　サポーターズニュース発行
　９月　グリーンカーテンコンテスト
・サポーターズ新規加入者　230名
・サポーターズ会員数　9,192名

継続

つくば環境スタイルサポーターズ事業

職員のみ

01-040107-14 地球温暖化対策に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

     9,192.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば環境スタイル“SMILe（つくば市環境モデル都
市行動計画）

　環境に関するイベントの実施等の啓発活動を行うことによ
り、つくば環境スタイルサポーターズ会員を中心とした市民
の環境意識の向上を図るため。

サポーターズ会員数（個人会員）

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

     9,000.0

         0.0

     9,500.0

         0.0

    10,000.0

         0.0

任意的事務

Ⅲ 2 1 環境意識の啓発

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

620

活動指標

生活環境部環境政策課

推進係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・消耗品費　2,173千円
・印刷製本費　323千円
・郵便料　878千円
・サポーターズポイントライセンス使用料　111千円
・エコプロ見学会バス借り上げ料　117千円
・エコポイントカードシステム機器賃借料　184千円

           0        9,645

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.00          0.75

         0.00        117.00

無 無

           0        5,584

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0        4,061        3,950            0

           0        4,061        3,950            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　公用車のEV化について関係部局との協議を進めていく。

　今後、EVの普及が進むと考えられるため、公用車のEV化推
進など推進に関する事項について検討する必要がある。

・市内３か所の急速充電器の適切な管理を行い、市域におけ
　るEVの利便性の向上を図る。
・超小型モビリティ（小型EV）の普及促進を図る。

　急速充電器の円滑な利用を維持したことで、低炭素車(EV)
使用者に利便性を提供できた。

・市内３箇所（つくば市役所、筑波交流センター、茎崎交流
　センター）の急速充電器の継続的な維持管理を実施する。

・市内３箇所（つくば市役所、筑波交流センター、茎崎交流
　センター）の急速充電器の継続的な維持管理を実施した。
・急速充電器の利用件数は、5,785件であった。
・急速充電器の設置箇所をホームページで広報し、利用の推
　進を図った。

継続

EV等普及促進事業

職員のみ

01-040107-14 地球温暖化対策に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

     5,785.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば環境スタイル“SMILe（つくば市環境モデル都
市行動計画）

　市域における低炭素化を目的として、EV等の普及促進を図
る。

市内３箇所(つくば市役所、筑波交流センター、茎崎交流センター)における急速充電器の利用件数

急速充電器利用件数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

     3,600.0

         0.0

     3,700.0

         0.0

     3,800.0

         0.0

任意的事務

Ⅲ 1 1 低炭素化の推進

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

621

活動指標

生活環境部環境政策課

推進係

件



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・急速充電器電気料　1,845千円
・コムス修繕料　60千円
・急速充電器修繕料　110千円
・検査手数料　36千円
・タイヤ交換手数料　13千円
・火災保険料　12千円
・急速充電器保守点検委託料　479千円
・急速充電器運用事務委託料　733千円

           0        4,453

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.00          0.25

         0.00          5.50

無 無

           0        1,779

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0        2,674        2,674            0

           0        2,674        2,674            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　低炭素ガイドラインに基づく補助金について、財源を考えながら補助制度(金額、期間等)の見直しを検討する。

　低炭素ガイドラインに基づく補助金について、財源が少な
いため補助制度(金額、期間等)の見直しをする必要がある。

・環境配慮型住宅の整備やHEMSを通じたエネルギーの見える
　化などを行う低炭素モデル街区を形成し、成果を発信する
　ことで、低炭素まちづくりの面的な普及促進を図る。

　低炭素ガイドラインに基づく補助金を交付したことによ
り、低炭素住宅の普及促進に貢献することができた。
　市内工務店や建築士会筑波支部等に対してガイドライン認
定及び補助金制度の説明会を実施し、周知を行った。

・つくば市低炭素(建物・街区）認定事業を行い、低炭素ガ
　イドラインに基づく(戸建・戸建以外）を要項に添って補
　助金を交付する。
　低炭素（戸建レベル２）：30件
　　　　（戸建レベル３）：５件
　　　　　　　　戸建以外：３件

・街区認定　１件
・ガイドライン補助金交付件数　27件(レベル３)
・８月９日　低炭素ガイドライン業者説明会を実施
　　　　　　参加者　39名
・低炭素ガイドラインに基づく補助金についてホームページ
　に掲載し、周知を図った。

継続

コミュニティ型低炭素モデル街区整備事業

職員のみ

01-040107-14 地球温暖化対策に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         1.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば環境スタイル“SMILe（つくば市環境モデル都
市行動計画）

　低炭素モデル街区をつくることでまちの低炭素化を図ると
ともに、低炭素社会づくりを先導するため。

環境配慮型住宅の整備やHEMSを通じたエネルギーの見える化などを行う街区。同一事業として行う複数区画
のまとまりを１街区とし、当該目標年度に建築が開始された街区の数。

低炭素モデル街区の街区数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         1.0

         0.0

         1.0

         0.0

         1.0

         0.0

任意的事務

Ⅲ 1 1 低炭素化の推進

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

622

活動指標

Ⅲ 1 (2) 低炭素まちづくりの推進

生活環境部環境政策課

推進係

街区



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・飲み物代　3千円
・低炭素街区認定検討委員派遣手数料　44千円
・低炭素ガイドラインに基づく認定補助金　15,700千円

           0       20,339

維持

3

4

2

1

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

事業の継続について検討する必要がある。

         0.00          0.75

         0.00         48.00

無 無

           0        5,413

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0       14,850       15,000            0

           0           76          747            0

           0       14,926       15,747            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　関係各課に向けて補助メニューの紹介や省エネセミナーへの参加を募ることで、施設所管課の省エネ改修への意欲増進
を図る。

　省エネ改修事業は、稼働率が非常に高い施設を除き、早期
の費用回収が可能なものばかりではないため、国庫補助事業
等の活用が不可欠であることから、環境政策課で複数事業を
継続的に実施することは困難である。

・職員研修の実施、「環境配慮手順書」に基づき温室効果ガ
　ス排出削減の取組を行い「プログラム確認表」で半期ごと
　に進捗管理を行う。
・公共施設の省エネ化を図るために設備改修を行う。

　第３次つくば市地球温暖化対策実行計画を策定し、今後の
つくば市役所の温暖化対策、省エネ施策について方針を定め
ることができた。
　また、省エネ改修ESCO事業を進めることで、エネルギー消
費量が多い施設の設備改修に向けた一歩を踏みだすことがで
きた。

・省エネ対策として、LED化、省エネ機器導入を実施できる
　ように、省エネ診断等を活用し、環境管理委員会で協議を
　行い、公共施設の省エネ改修案を計画に盛り込む。

７月　地球温暖化対策実行計画推進責任者研修
８月　第３次つくば市役所地球温暖化対策実行計画
７～９月　省エネ改修工事候補地現地調査
12月　省エネ改修ESCO事業(大穂庁舎・谷田部交流センター)
　　　プロポーザル公募開始
３月　省エネ改修ESCO事業(大穂庁舎・谷田部交流センター)
　　　プロポーザル審査
　　　ESCO事業に係る基本協定書締結

継続

地球温暖化対策実行計画（事務事業編）推進事業

一部委託

01-040107-14 地球温暖化対策に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

地球温暖化対策の推進に関する法律

つくば市役所地球温暖化対策実行計画（事務事業編）

　つくば市役所の全ての事務事業活動によって排出される温
室効果ガスの排出量を削減する。

省エネ改修に向けて、専門家による省エネ又は節電診断を受ける。

省エネ診断受診件数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         1.0

         0.0

         1.0

         0.0

         1.0

         0.0

法定事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

623

活動指標

生活環境部環境政策課
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件



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・普通旅費　37千円
　　省エネ改修先進自治体訪問（川崎市）　2,964円×２人×２回
　　補助金執行団体訪問（神田）　2,262円×２人×５回
　　地球温暖化対策実行計画説明会（茅場町）　2,448円×１人×１回
・需用費　消耗品費　179千円
・委託料　31-35大穂庁舎及び谷田部交流センター等ESCO事業業務委託　94,562千円

           0       12,283

拡充

4

4

3

-

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

法令等により、市の実施が定められている。

法令等により、市の実施が定められている。又は、今年度で事業が終了する。

         0.00          1.50

         0.00        363.75

無 有

           0       11,489

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　地球温暖化対策実行計画の実行及び目標達成に向けて今後省エネ改修をする必要があるため。

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0          794       94,778            0

           0          794       94,778            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　環境モデル都市アクションプランは平成30年度で終了したことから、今後は地球温暖化対策実行計画（区域施策編）と
して、ビジョンを再構成して、策定委員会で検討を進める。

　計画の改定に当たっては、今後の実施すべき施策の検討が
急務であるが、現状では新たな施策について目星が立ってい
ない。

・つくば環境スタイル“SMILe”に掲げられた施策の進捗状
　況を把握し、評価、見直しを行う。
・成果を国へ報告し、国の評価を経て公表するほか、各施策
　についてホームページ等で情報発信する。
・現行計画が計画期間の終了を迎えることから、次期計画を
　地球温暖化対策実行計画（区域施策編）として策定する。

　環境モデル都市アクションプランのH29年度実績の報告を
行い、国の有識者WGから評価を受けることができた。
　また、後継計画として策定する地球温暖化対策実行計画（
区域施策編）の策定方針を検討することができた。

・環境モデル都市アクションプランの進捗管理を行う。
・本年度、環境省より受けた地球温暖化対策実行計画改定支
　援業務の報告書を参考として、既存施策の整理や新規事業
　の企画立案を行う。
・計画改定に向けてより詳細、簡易で新たな温室効果ガス排
　出量推計手法を検討する。

７月　温室効果ガス排出量推計業務委託開始（H28年度）
８月　第１回つくば環境スタイルSMILe進捗懇話会開催
10月　第２回つくば環境スタイルSMILe進捗懇話会開催
　　　環境モデル都市アクションプラン実績内閣府報告
12月　環境モデル都市アクションプランWGヒアリング
３月　第１回地球温暖化対策実行計画策定懇話会開催
　　　温室効果ガス排出量推計（H28年度）終了

継続

環境モデル都市アクションプラン進行管理事業

一部委託

01-040107-14 地球温暖化対策に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

平成26年度～令和元年度

地球温暖化対策の推進に関する法律

つくば環境スタイル“SMILe（つくば市環境モデル都
市行動計画）

　つくば環境スタイル“SMILe” の目標である2030年に市民
一人あたりのCO2の50％削減の達成に向けて、計画に掲げら
れた施策を円滑に進めるため。また、低炭素社会の先行的な
モデルを具体的に分かりやすく示し、情報発信を行うという
環境モデル都市としての役割を果たす。

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

法定＋任意

■

■

■

■

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証
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目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・報償費　講師謝礼　12,000円×（２人+４人）×１回　72千円
　　　　　策定懇話会委員謝礼　12,000円×９人×７回　756千円
　　　　　策定ワーキンググループ委員謝礼　12,000円×５人×８回　480千円
　　　　　進捗管理懇話会委員謝礼　12,000円×３人×３回　108千円
・旅費　普通旅費　60千円　計画書制度先進自治体訪問（横浜市）　3,362円×２人×１回
　　　　　　　　　　   　 策定懇話会等委員旅費　3,260円×１人×14回
　　　　　　　　　　　　　環境モデル都市フォローアップ（永田町）　2,532円×４人×１回
　　　　特別旅費　128千円　E-KIZUNAサミット（新潟市）　33,608円×２人
・需用費　食糧費17千円、印刷製本費433千円
・委託料　温室効果ガス排出量推計業務委託　1,056千円、
　　　　　低炭素車台数データ集計業務委託　120千円

           0        7,952

維持

3

4

3

-

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

法令等により、市の実施が定められている。

法令等により、市の実施が定められている。又は、今年度で事業が終了する。

         0.00          1.00

         0.00         37.05

無 有

           0        7,149

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0          803        3,230            0

           0          803        3,230            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　筑波大学と綿密に連絡を取り、事業の進退について情報収集に努める。

　先導的事業はつくば市だけが実施して成立する事業ではな
いため、他の機関、企業との連携が重要であり、それらの考
えを先読みした対応が必要である。

・つくば３Ｅフォーラムの研究や、企業、大学・研究機関、
　他自治体、国・県等との共同研究等の場での協議に加わ
　り、組織を超えた関係者による学習、検討、研究、企画等
　を進めて、つくば市域への具現化を誘導する。

　ヴェオリア社との基本インフラに関するスマートメーター
実証事業について成果報告を受け、終了し、スマートメート
化事業の課題を抽出することができた。
　また、宅配ロッカー事業について、産学官で連携した取組
を展開する基礎を構築することができた。

・４月を目途にヴェオリア社事業の実績報告を受け、成果報
　告を行う。新たな実証実験については、その都度対応す
　る。

４月　宅配ロッカー事業打合せ
５月　筑波大学宿舎への宅配ロッカーの設置
　　　（以降、市内に設置）
６月　宅配ロッカー事業市民・職員アンケート実施
12月　ヴェオリア社からの日仏連携事業報告（事業終了）

継続

つくば環境スタイル行動計画における先導的施策の推進事業

職員のみ

01-040107-14 地球温暖化対策に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば環境スタイル“SMILe（つくば市環境モデル都
市行動計画）

　つくば環境スタイル“SMILe” の実現に向けて地域エネル
ギーネットワークなどの先導的なビジネスモデルの開発、低
炭素化技術の開発・研究、つくばの研究開発成果が排出削減
に貢献している部分にクレジットを認めるような新たな制度
研究など、先導・モデル的な取組を進め、つくばで具現化さ
せる。

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

■

■

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証
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目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・特別旅費　61千円
・分散型エネルギー先進自治体訪問（浜松市）（18,042円+12,000円）×２人＝60,084

           0          857

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.00          0.10

         0.00         31.75

無 無

           0          785

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0           72           61            0

           0           72           61            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　アンケートを実施し、参加者のニーズを把握するとともに新規の参加希望者が応募しやすい方法を検討する。

　同様の事業が多くなってしまうため新しい内容の検討が必
要である。
　新規の参加者を募る方法について検討が必要となる。

・自然環境に関する観察会等を、年間４回程度開催する。

　筑波山の春植物や山麓部の自然環境及び市の中心部に残る
森林について参加者が知る機会を提供するとともに、市内の
豊かな自然を保全する意義を考える機会の提供が図れた。

第１回（４月14日）　筑波山の春植物を学ぶ
第２回（６月23日）　つくばの里山を学ぶ
第３回（８月８日）　水でつながる（筑波山～霞ヶ浦）
第４回（11月23日）　牛久沼の自然と生物多様性

４月14日　第１回　筑波山の春植物を学ぶ（20名）
６月23日　第２回　つくばの里山を学ぶ（23名）
８月８日　第３回　水でつながる（筑波山～霞ヶ浦）(中止)
11月23日　第４回　牛久沼の自然と生物多様性（34名）
12月８日　第５回　筑波山すそのめぐり（30名）

継続

筑波山自然環境教育事業

一部委託

01-040107-12 環境教育に要する経費

       182.0

         0.0

       126.0

         0.0

       126.0

         0.0

       129.0

         0.0

       104.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

第２次つくば市環境基本計画

　筑波山を中心に市内の自然環境資源を活用することで身近
な自然環境について学ぶため。

自然環境教育観察会参加者数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

       120.0

         0.0

       100.0

         0.0

       100.0

         0.0

       100.0

         0.0

       100.0

         0.0

       100.0

         0.0

       100.0

         0.0

任意的事務

Ⅲ 2 1 環境意識の啓発

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

626

活動指標

67

生活環境部環境政策課

推進係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・環境ポスター入賞者賞品　15千円
・筑波山環境教育事業
　筑波山ケーブルカー、ロープウェイ代　24千円
・消耗品費　614千円
・印刷製本費　336千円
・傷害保険料　16千円
・筑波山自然教育事業委託料　928千円
・バス運転業務委託料　12千円
・筑波山自然環境教育バス賃借料　437千円
・水産多面的機能発揮対策事業　213千円

       7,503       10,126

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.46          0.75

       100.00        142.25

有 無

       3,523        5,646

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       3,980        4,480        2,595            0

       3,980        4,480        2,595            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　マイスターが自ら行動できる人材となれるよう講義内容を含めた育成事業について筑波大学との協議を進めていく。

　応募数が少ないこと及びつくば市が目指すリーダー的人材
の育成ができていない。
　また、認定されたマイスターの更なる活用について検討が
必要である。

・環境に関する年間テーマについて、年５回の講義を実施す
　る。
・各講義終了後に課題レポート、総括レポートを提出し、認
　定申請要件を満たした者は、マイスター認定審査を実施す
　る。

　環境マイスター育成事業に関する事業及び支援を計画どお
り実施し、今年度の修了者は３名であった。
　環境マイスターの会の活動により市民が自然環境について
知識を得るとともに、豊かな自然を保全する意義を考える機
会の提供ができた。

６月～10月　年間講義
３月　認定証授与式
通年　マイスターの会に関する活動支援

・環境マイスター育成事業（受講者３名）
　６月20日　第１回講義（２名）
　７月８日　第２回講義（３名）
　７月29日　第３回講義（３名）
　９月16日　第４回講義（３名）
・環境マイスターの会
　４月21日　筑波山里山ウォーク
　ほか、自然見学会を実施

継続

つくば市環境マイスター育成事業

職員のみ

01-040107-12 環境教育に要する経費

        17.0

         0.0

        18.0

         0.0

        20.0

         0.0

        24.0

         0.0

        27.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

第２次つくば市環境基本計画

　地域社会における環境活動のリーダー的役割を担う人材を
育成するため

１級認定者の延べ人数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

        17.0

         0.0

        18.0

         0.0

        21.0

         0.0

        24.0

         0.0

        27.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

627

活動指標

生活環境部環境政策課

推進係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・講師謝礼　48千円
・筑波山ケーブルカー、ロープウェイ代　12千円
・傷害保険料　15千円

       1,777        2,399

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.23          0.30

        50.00         82.50

無 無

       1,762        2,323

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

          15           76           75            0

          15           76           75            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　新規出展団体及び来場者の増加を目指し、企画内容等の充実を図る。

　出展団体について開催内容の充実を図るため、新規出展団
体を増やす方法について検討が必要である。
　また、来場者を増加させるための企画等の検討も必要であ
る。

・フェスティバルの企画立案及び運営

　来場した市民に対して、楽しみながら「科学」と「環境」
に係る興味や関心を高めることができた。

・つくばサイエンスコラボ2018(つくば環境フェスティバル)
　の開催
　開催予定日：11月10日、11日

８月10日　出展希望者取りまとめ　24団体
９月14日　広報つくば11月号　掲載依頼
９月19日　出展者説明会案内通知発送
11月10日、11日　つくばサイエンスコラボ実施
　　　　　　　　（来場者数計15,000人）

継続

つくば環境フェスティバル事業

一部委託

01-040107-15 つくば環境フェスティバル開催に要す

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

    15,000.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　市民団体、研究機関、行政等が公開する様々な環境に関す
る活動を、来場者に楽しみながら学んでもらうことで、環境
に配慮したライフスタイルの大切さを再認識してもらい、自
ら行動する意欲を高めるため。

つくばサイエンスコラボ(つくば環境フェスティバル)の来場者数

来場者数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

    15,000.0

         0.0

    15,000.0

         0.0

    15,000.0

         0.0

任意的事務

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

628

活動指標

生活環境部環境政策課

推進係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・消耗品費　342千円
・印刷製本費　403千円
・傷害保険料　40千円
・会場設営業務委託料　2,200千円
・駐車場使用料　139千円
・ミニＳＬ賃借料　407千円

       5,007        4,966

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.25          0.25

        60.00        142.25

無 無

       1,929        2,118

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       3,078        2,848        3,531            0

       3,078        2,848        3,531            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度


